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　平成２３年度の歳入・歳出決算が、９月１４日の町議会で認定されました。歳出の決算額は、一般会計・
１０特別会計・水道事業会計を合わせて８５億１，３２６万円となり、前年度に比べ 1 億５，０３８万円の減（対
前年度 １．７％減）となりました。
　山北町第４次総合計画後期基本計画の３年目である平成２３年度の主な事業は、自治基本条例制定事業、
町村情報システム共同運営事業、水源環境・再生交付金事業（地域水源林整備、地下水保全対策推進事業）、
山北駅周辺魅力づくり事業、東山北駅周辺魅力づくり事業、小児医療費助成事業、子ども手当交付事業、森
林ふれあい健康セラピー運営事業、山北診療所管理運営事業、塵芥処理事業、中山間地域総合整備事業、道
整備交付金事業、学校施設整備事業（川村小学校給食室大規模改修）、学童保育推進事業、パークゴルフ場管
理運営事業、災害復旧事業などです。
　なお、中山間地域総合整備事業、公共土木災害復旧事業を平成２４年度へ繰り越し、実施することとしました。

平成23年度 決算の概要平成23年度 決算の概要
「子育て支援の充実」「安全安心のまちづくり」「高齢者や障害のある方にやさしいまちづくり」

「教育環境の充実」「人口を増やすために施策の推進」の５つの重点事業を展開

ー 総額 85 億 1,326 万円 ー

平成２３年度決算額と前年度との比較 （単位：万円）

支払われたお金（歳出）
増減額
（増減率）

1億9,054減
（3.5％減）

3,128増
（2.4％増）

117
（皆減）

198増
(1.4%増)

12減
（11.7％減）

3,218減
（6.7％減）

1,865減
（34.4％減）

57減
（10.4％減）

4,708減
（62.3％減）

1,054減
（79.4％減）

1億0,404増
（11.7％増）

366減
（24．9％減）

2,333増
（0.8％増）

1,684増
（6.8％増）

1億5,037減
（1.7％減）

２２年度

54億0,916

13億2,394

117

1億4,556

103

4億8,068

5,425

550

7,559

1,328

8億9,016

1,470

30億0,586

2億4,861

86億6,363

２３年度

52億1,862

13億5,522

ー

1億4,754

91

4億4,850

3,560

493

2,851

274

9億9,420

1,104

30億2,919

2億6,545

85億1,326

入ったお金（歳入）
増減額
（増減率）

1億9,726減
（3.5％減）

4,651増
（3.5％増）

117減
(皆減)

154増
(1.1%増)

104減
(9.7％減)

3,346減
（6.7％減）

1,946減
（19.7％減）

112減
(9.0%減）

4,488減
（53.9％減）

961減
（45.5％減）

8,282増
（9.0％増）

435減
（24.0％減）

1,578増
（0.5％増）

2,383増
（9.2％増）

1億5,765減
(1.8％減）

２２年度

55億7,875

13億2,606

117

1億4,632

1,074

4億9,766

9,899

1,251

8,320

2,112

9億2,301

1,813

31億3,891

2億5,902

89億7,668

２３年度

53億8,149

13億7,257

ー

1億4,786

970

4億6,420

7,953

1,139

3,832

1,151

10億0,583

1,378

31億5,469

2億8,285

88億1,903

区　　分

　　　一　般　会　計	

国民健康保険事業

老 人 保 健 医 療

後 期 高 齢 者 医 療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

町設置型浄化槽事業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介 護 保 険 事 業

商 品 券

特　別　会　計　　計

水道事業会計　　　

総　　　　　額　　　

特
別
会
計
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目的別の主な使いみち
１億１，５６１万円

１１億４，５２２万円

１１億３，２８５万円

３億９，４７２万円

○議会の運営
○議会だよりの発行

○広報紙発行事業
○企画調整事業
　●地上デジタル放送共聴施設整備事業
　　（三保テレビ組合）
○水源環境保全・再生交付金事業
　●地域水源林の整備
　　（高松山作業道測量・設計、町有林・私有林整備）
　●地下水保全対策
　　（足柄上地区地下水モニタリング施設整備）

○生きがい事業団への助成
○福祉計画策定事業
○後期高齢者医療広域連合負担金
○障害者自立支援給付事業
○小児医療費助成事業
○子ども手当交付事業

○健康診査、相談事業
○森林ふれあい健康セラピー運営事業
○リサイクル品、処理困難物、ペットボトルの回収委託
○健康福祉センター管理事業

○議員の報酬

○庁舎等の維持管理
○地域振興推進事業
　●中川地区土地活用調査業務
　●町内循環バス運行事業
○自治基本条例制定事業
○山北町議会議員選挙事業
○県知事・県議会議員選挙

○心の健康対策事業
○町社会福祉協議会への助成
○保育園の維持管理、運営
○地域作業所改築事業
○子育て支援事業

○紙おむつ支給事業
○不燃物、粗大ごみの収集委託
○足柄西部清掃組合への負担金

１億８，６８３万円
○戸別所得補償制度実証等事業
○中山間地域総合整備事業
　●浅間山農道工事
○水源の森林づくり協力協約推進事業

○中山間地域等直接支払事業
○農道、用水維持管理事業
　●タタラド用水等の改修

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

議　会　費
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１億６，９４４万円

５億２，１５１万円

２億５，０９４万円

５億５，８６９万円

２億６，０２０万円

４億７，９１２万円

３４９万円

○消費生活相談事業
○町商工会への助成
○観光施設整備事業
○ひだまりの里運営協議会への助成

○町道維持補修事業
　●町内一円道路維持工事
○道整備交付金事業
　●町道の新設改良（鍛冶屋敷高杉線・嵐線）
○都市公園維持管理事業
　●ぐみの木近隣公園、岸児童公園、山北鉄道公園、
　　丸山公園、向原街区公園、河村城址歴史公園の
　　維持管理
○町営住宅の維持管理

○足柄消防組合への負担金
○防災設備等維持管理事業
　●防災行政無線維持管理、防災行政無線屋外子局
　　蓄電池交換
○消防団活動事業

○教育委員会、幼稚園、小・中学校の運営
○英語補助教員設置事業
○図書室運営事業
○パークゴルフ場管理運営事業

○台風に伴う災害復旧

○元金　　４億１，６８６万円
○利子　　６，２２６万円

○土地開発公社への助成

○道の駅「山北」への助成
○町観光協会への助成
○緊急雇用創出事業

○道路新設改良事業
　●町道の新設改良（神尾田線・水上線他）
○河川維持管理事業
　●川村用水・皆瀬川用水・岩流瀬用水
　　維持管理工事
○都市公園整備事業（河村城址歴史公園）

○自主防災対策事業
○東日本大震災関連対策事業
　（職員派遣5名、被災者受入11世帯24名）

○川村小学校給食室大規模改修
○中央公民館の管理、運営
○スポーツの振興

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

諸 支 出 金

広報やまきた　平成24年10月号　No.692 4広報やまきた　平成24年10月号　No.6925



アあ

平成24年4月1日現在の人口（11,767人）で換算
した町民１人当たりの費用

性質別歳出内訳
443,496円（単位：円）

物件費
69,990

維持補修費 3,817
扶助費 36,106

補助費
57,305

普通建設事業費
62,470

災害復旧費
22,112

投資・出資金 0
貸付金 66

積立金 8,814

公債費
40,718

繰出金 31,820

人件費
110,278

物件費
15.8%

維持補修費 0.8%

扶助費
 8.1%

補助費
12.9%

普通建設事業費
14.1%

災害復旧費
5.0%

投資・出資金 0.0%
貸付金 0.0%

積立金 2.0%

公債費
9.2%

繰出金
 7.2%

人件費
24.9%

性質別の主な使いみち
人件費は、議員共済会給付費負担金や職員の退職手当組合負担

金の増などにより、対前年度５，６６９万円増の１２億９，７６４万円となりました。

人　件　費
１２億９，７６４万円

物　件　費
８億２，３５６万円

物件費は、パークゴルフ場運営事業の増などにより、対前年度
２，５８５万円増の８億２，３５６万円となりました。

維持補修費
４，４９２万円

維持補修費は、道や水路の補修費の増により、対前年度
２，３１０万円増の４，４９２万円となりました。

扶　助　費
４億２，４８６万円

扶助費は、子ども手当や障害者自立支援給付事業の増などにより、
対前年度１，８６４万円増の４億２，４８６万円となりました。

補　助　費
６億７，４３１万円

補助費は、足柄消防組合、足柄上衛生組合、足柄西部清掃組合に
対する負担金並びに町社会福祉協議会補助金で、対前年度２，８５０万円減の６億７，４３１万円となりました。

普通建設事業費 ７億３，５０８万円
普通建設事業費は、まちづくり交付金事業が終了したことや中山間

地域総合整備事業の事業費の減などにより、対前年度３億５，５２６万円減の７億３，５０８万円となりました。

災 害 復 旧 費
２億６，０２０万円

災害復旧費は、前年度の台風災害復旧などのため、対前年度
８，７６７万円増の２億６，０２０万円となりました。
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一 般 会 計

目的別歳出額を平成２４年４月１日現在の人口（１１，７６７人）で換算した金額

平成２3年度に
町民１人あたりに使われた町のお金 44万3,496円

総務費

消防費

民生費

教育費

衛生費

公債費

農林水産業費

災害復旧費

土木費

議会費･商工費・諸支出金

9万7,325円

2万1,325円

9万6,274円

4万7,480円

3万3,544円

4万0,717円

1万5,878円

2万2,112円

4万4,319円

2万4,522円

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

町
の
借
入
金
（
地
方
債
現
在
高
）
は
、
平
成

23
年
度
末
現
在
高
が
41
億
９
，
６
０
２
万
円
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
４
，
０
３
３
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。新
規
借
入
に
つ
い
て
は
、

極
力
抑
制
し
、
将
来
に
過
度
の
財
政
負
担
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
台
風

に
伴
う
災
害
復
旧
の
た
め
の
財
源
を
捻
出
す
る

た
め
、
借
入
額
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
で
賄
う
べ
き
も
の
を
、
特
例
的

に
地
方
債
で
補
て
ん
す
る
臨
時
財
政
対
策
債

や
、
所
得
税
減
税
に
よ
る
減
収
額
分
を
補
て
ん

す
る
減
税
補
て
ん
債
（
後
年
度
の
地
方
交
付
税

で
元
利
償
還
金
額
の
全
額
が
措
置
さ
れ
る
地

方
債
25
億
８
，
１
０
２
万
円
）
を
除
い
た
額

は
、
16
億
１
，
５
０
０
万
円
で
、
こ
れ
を
町
民

１
人
当
た
り
の
負
担
額
に
換
算
す
る
と
、
約

13
万
７
千
円
に
な
り
ま
す
。

主
な
財
政
分
析
指
標

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
経
常
収
支

比
率
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
経

常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
、
経
常
的
に
歳
入

の
見
込
め
る
税
等
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
充

当
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
数
値
で
、
75
％
か

ら
80
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
23
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
83
・
６
％
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
１・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
は
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
普
通
建
設
事

業
費
が
減
と
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
引
き
続
き

事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
経
常
経
費
の
節

減
を
図
り
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
75
％
か
ら

80
％
に
近
づ
く
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
実
質
収
支
比
率
は
、
５・
５
％
と
な

り
前
年
度
と
比
べ
０・
７
ポ
イ
ン
ト
減
と
な

り
、
３
％
か
ら
５
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
範

囲
に
近
づ
き
ま
し
た
。

区　　分 平成23年度 平成22年度 比　較
地方債現在高　　　　　　　（Ａ） 419,602 405,569 14,033
債務負担行為の
翌年度以降の支出予定額　　（Ｂ） 127,188 137,290 △10,102

積立金現在高　　　　　　　（Ｃ） 128,917 138,591 △9,674
将来にわたる財政負担額
　　　　　（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ） 417,873 404,268 13,605

区　　分 平成23年度 平成22年度 比　較

実質収支比率 5.5% 6.2% △	0.7%

経常収支比率 83.6% 82.6% 1.0%

◆将来にわたる財政負担

◆主な財政分析指標（普通会計）

（単位：万円）

※普通会計	･･･	一般会計＋災害給付見舞事業特別会計＋町設置型浄化槽特別会計＋商品券特別会計
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【国民健康保険事業】
平成２３年度の国民健康保険加入世帯数は、２，２０１世帯、加入者数は３，４０１人でした。このうち、一
般被保険者は３，０１５人、退職者医療制度適用者３８６人でした。
平成２３年度の被保険者一人当たり平均医療費（入院・通院・歯科）は、一般被保険者分２５万６，３５６円、
退職者被保険者等分２６万１，８１８円を支出しました。このほか、国民健康保険事業では、出産育児一時金、
葬祭費、高額療養費などを支出しました。

【後期高齢者医療】
本会計は、平成２０年４月に高齢者の医療費を安定的に支えていく新たな医療制度として、後期高齢者医療
制度が創設されたことに伴い設置しました。この会計は広域連合との業務分担により、保険料徴収と申請や相
談窓口事務が町の主な事務となっています。
歳入決算額は１億４，７８６万円で保険料と繰入金が主なものです。歳出決算額は１億４，７５４万円で後期
高齢者医療広域連合納付金が歳出の９６．４％を占めています。

【下水道事業】
村雨地区の一部の工事を行いました。　なお、借入金の残高は、３２億１，４９０万円です。

【町設置型浄化槽事業】
歳入決算額７，９５２万円、歳出決算額３，５６０万円で、歳入歳出の差引では、４，３９２万円の剰余金が生
じました。
浄化槽整備については、三保ダム集水域に高度処理型合併浄化槽を２５基設置しました。

【介護保険事業】
介護保険法に基づく保険給付事業であり、歳入決算額１０億０，５８３万円、歳出決算額９億９，４１９万円で、
歳入歳出の差引では、１，１６４万円の剰余金が生じました。
歳出については、総額の７９．９％（７億９，３９５万円）を保険給付費が占めています。

【商品券】
町内商工業の振興を目的として発行している町内限定の商品券を扱っていて、歳入決算額は１，３７８万円、
歳出決算額は１，１０４万円となり、歳入歳出の差引では、２７４万円の剰余金が生じました。

【水道事業】
水道事業会計は、地方公営企業法に基づき、安全でおいしい水を供給することを目的に設置された企業会計
です。
水道事業では、上水道１施設、簡易水道８施設を経営し、町民や企業、観光客などに年間約１４０万トンの「安
全でおいしい水」を供給しました。
平成２３年度の収入は、２億８，２８５万円で、支出は２億６，５４５万円となり、水道料金による収入は、
前年度対比４．８％減の１億５，１１５万円となり、平成２３年度に実施した主な事業は、浄水場急速ろ過池改
修工事、配水管布設替工事などです。
借入金（地方債現在高）は、５億６，１７０万円です。

　特別会計は、町が特定の事業を行う場合に特定の歳入をもって歳出にあてるもので、一般会
計と区分して処理するための会計のことを言います。

特

企

別

業

会

会

計

計
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算
出
し
た
、
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（単位：％）

備　考（１）	実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は
将来負担比率が算定されない場合は「―」。

　　　　（２）（	）内は山北町における早期健全化基準。
　　　　（３）［	］内は平成２２年度の数値です。

健
全
化
判
断
比
率

山
北
町
の

及
び
資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

平  成平  成

23年度23年度

平成23年度決算に基づく山北町の健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―
[　―　]

（１５．００未満）

―
[　―　]

（２０．００未満）

　１２．１
[１２．２]

（２５．０未満）

　８１．２
[８４．５]

（３５０．０未満）

1

（単位：％）

備　考（１）	資金不足比率が算定されない場合は「―」。
　　　　（２）（	）内は山北町における経営健全化基準。
　　　　（３）［	］内は平成２２年度の数値です。
【問合せ】　企画財政課財政班　（電話）７５－３６５２

平成23年度決算に基づく山北町の公営企業の資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 

山北町下水道事業特別会計
―

[　―　]
（２０未満）

山北町水道事業会計
―

[　―　]
（２０未満）

2

【
自
主
財
源
】
町
税
や
使
用
料
、
手

数
料
、
財
産
収
入
な
ど
直
接
町
に

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
の
法
令
等
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お

金
で
す
。

【
町
税
】
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

市
町
村
た
ば
こ
税
な
ど
で
、
町
の
歳

入
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】
消
費
税
５
％

の
う
ち
１
％
を
都
道
府
県
と
市
町
村

で
２
分
の
１
ず
つ
分
け
、
各
市
町
村

に
そ
の
人
口
や
就
業
者
数
な
ど
に

よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】
全
国
の
市
町
村
間

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
す
べ
て
の
市

町
村
で
、
あ
る
一
定
の
水
準
以
上
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
財
源
と
し

て
、
国
か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る

お
金
で
す
。

【
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
】
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
町
が

実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
で
す
。

【
繰
入
金
】
一
般
会
計
、
特
別
会
計

な
ど
の
会
計
間
に
お
い
て
繰
り
入
れ

る
お
金
で
す
。

【
繰
越
金
】
前
年
度
決
算
に
お
い
て

生
じ
た
剰
余
金
を
、
次
年
度
の
歳
入

に
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
諸
収
入
】
特
定
歳
入
の
た
め
の
科

目
で
は
な
く
、
他
の
収
入
科
目
に
含

ま
れ
な
い
収
入
（
延
滞
金
、
預
金
利

子
な
ど
）
で
す
。

【
地
方
債
・
町
債
】
地
方
公
共
団
体

が
資
金
調
達
の
た
め
に
起
こ
す
債

務
（
借
入
金
）
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
を
起
債
と
言

い
ま
す
。

【
財
産
収
入
】
地
方
公
共
団
体
が
持
っ

て
い
る
財
産
に
係
る
貸
付
、
出
資
、

交
換
ま
た
は
売
払
い
に
よ
っ
て
生
じ

た
現
金
収
入
で
す
。

【
一
般
財
源
】
使
途
が
特
定
さ
れ
て

い
な
い
財
源
の
こ
と
で
、
23
年
度

歳
入
決
算
額
の
う
ち
一
般
財
源
は

38
億
９
，
７
９
９
万
円
で
す
。
な
お
、

使
途
が
決
め
ら
れ
て
い
る
財
源
は
特

定
財
源
と
言
い
ま
す
。
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山
北
の
お
峯
入
り
は
、
共
和
地
区
（
旧

共
和
村
、
現
在
の
皆
瀬
川
・
都
夫
良
野
地

区
）
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗

芸
能
で
、
高
杉
に
あ
る
神
明
社
に
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
神
明
社
の
祭

日
（
10
月
16
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
毎

年
で
は
な
く
不
定
期
に
行
わ
れ
ま
す
。
文

献
で
は
、
文
久
３
年
（
１
８
６
３
年
）
の

公
演
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
お
峯
入
り
の

起
源
は
、
南
北
朝
時
代
に
宗
良
親
王
が
河

村
城
に
難
を
逃
れ
た
時
か
ら
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、古
調（
こ
ち
ょ

う
）
を
帯
び
る
笛
・
太
鼓
・
歌
詞
は
記
紀

（
き
き
）・
万
葉
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

と
も
推
定
さ
れ
、
ま
た
棒
踊
り
は
原
始
宗

教
の
呪
法
が
芸
能
化
す
る
過
程
を
示
す
と

の
説
も
あ
る
な
ど
、
お
峯
入
り
の
保
存
価

値
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

歌
舞
に
は
、
お
か
め
の
「
み
そ
ぎ
」
か

ら
始
ま
り
、４
種
類
の「
棒
踊
り
」の
ほ
か
、

「
鹿
枝
（
か
し
え
）
踊
り
」、「
修
行
踊
り
」、

「
四
節
（
し
せ
つ
）
踊
り
」
な
ど
、
11
種

類
の
踊
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
「
四
節
踊
り
」
は
、
国
見
役

が
四
方
を
眺
め
る
国
見
の
所
作
と

寿
詞
（
よ
ご
と
）
の
や
り
と
り
、

続
い
て
演
じ
ら
れ
る
蹴
鞠
（
け
ま

り
）
の
模
擬
動
作
が
あ
り
、
小
さ

な
地
域
の
お
祭
り
で
は
珍
し
く
、

注
目
さ
れ
る
踊
り
で
す
。

天
狗
・
獅
子
・
お
か
め
・
山

伏
・
太
鼓
・
笛
な
ど
演
技
者
だ
け

で
約
80
名
に
の
ぼ
り
、
す
べ
て
男

性
で
構
成
さ
れ
る
お
峯
入
り
。
地

域
の
伝
統
芸
能
を
引
き
継
ぎ
、
後

世
に
残
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
々

の
努
力
と
力
強
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
い
に
し
え
の
文
化
に
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

国指定重要無形民俗文化財
「山北のお峯入り」公演案内

○日　時／１０月１４日（日）
○場　所／第１回　役場駐車場　9：30～ 11：00
　　　　　第２回　神明社境内（高杉）
　　　　　　　　　　　　　　	13：30～ 14：30
※雨天の場合は、中央公民館多目的ホールで行います。
※神明社へは車の交通規制があります。役場から徒歩
で、約２時間３０分かかります。
○主　催／お峯入り保存会
○後　援／山北町、山北町教育委員会、神奈川県教育委員会
○問合せ／生涯学習課生涯学習スポーツ班
　　　　　（電話）７５－３６４９

山
北
の
お
峯
入
り

５
年
ぶ
り
に
公
演
！

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
山
北
の
お
峯
入
り
が
５
年
ぶ
り
に
公

演
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
公
演
は
、
平
成
19
年
以
来
５
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

前回（平成19年）の公演の様子

８月２３日（木）、役場４階の議場で子ども議
会が開催されました。
川村・清水・三保小学校の６年生児童１５名
の子ども議員たちは、町内の観光や環境、税金
などについて、町長に質問しました。
議長には川村小学校６年生の三木麻里奈さん、
副議長には同校６年生の武政美優さんが選出さ
れ、議事を進行しました。
子ども議員たちは、自分たちの率直な質問や
意見を積極的に発言し、自身の質問についての
町長の答弁を真剣に聞き、再度質問する場面も

見られるなど、本
物の議会のような
雰囲気でした。

子ども議会を開催
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９
月
18
日
、
尾
﨑
好
美
選
手
を
お
招
き

し
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
告
会
が

尾
﨑
好
美
山
北
町
後
援
会
の
主
催
で
中
央

公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
申
込
み
を
さ
れ
た
方
や

来
賓
な
ど
約
１
６
０
人
が
会
場
に
集
ま

り
、一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
、サ
イ
ン

を
求
め
た
り
と
会
場
は
賑
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

尾
﨑
選
手
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
当

日
は
、
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
お
礼
を
言
う
機

会
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
日
こ
う
し

て
報
告
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
が
決
ま
っ
て
か
ら
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
当
日
に
向
か
う
ま
で
、
そ
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
と
て
も
温

か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
励
ま
さ

れ
、
私
が
み
な
さ
ん
に
元
気
を
お
伝
え
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

逆
に
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。」
と
謝
辞
を
述
べ
、

「
み
な
さ
ん
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
、
元

気
に
走
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
だ
き
、

ま
た
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
今
の

想
い
を
語
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
希
望
と
感
動
を
も
た
ら
し

た
山
北
の
希
望
の
星
は
、
次
の
目
標
に
向

け
、
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

尾﨑好美選手 ロンドンオリンピック報告会

尾﨑好美さんが名誉町民に
９
月
18
日
に
行

わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
報
告
会
に
合
わ
せ

て
、
名
誉
町
民
称
号
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
尾
﨑
好
美

さ
ん
に
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
町
民
は
、
町
の
産
業
経
済
、
文
化
そ
の
他
地
方

自
治
の
振
興
に
顕
著
な
貢
献
を
な
し
、
広
く
町
民
の
敬

仰
を
受
け
る
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
尾
﨑
好

美
さ
ん
は
、
３
人
目
の
名
誉
町
民
と
な
り
ま
し
た
。

尾
﨑
さ
ん
は
、
平
成
20
年
３
月
９
日
の
第
29
回
名
古

屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
る
ま
で
、

数
々
の
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
山
北
町一

般
表
彰
を
平
成
20
年
１
月
と
平
成
21
年
１
月
の
２
度
受

賞
し
、
同
年
12
月
に
は
町
民
栄
誉
賞
も
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
北
町
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
、
町
の
発
展
に
著
し

く
貢
献
し
た
尾
﨑
さ
ん
の
功
績
と
栄
誉
を
た
た
え
る
た

め
に
、
町
で
は
尾
﨑
さ
ん
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る

こ
と
と
し
て
、
８
月
に
開
催
し
た
名
誉
町
民
選
考
委
員

会
で
審
議
を
し
、
９
月
定
例
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、

名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

記念撮影やサインに応じる尾﨑選手

町長から名誉町民の称号が贈呈されました

報告会には約１６０人が集まりました
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パ
ソ
コ
ン
の
部

（
山
北
中
１
年
）
清
原
舞
唯
、
佐
藤
瑶
介

（
山
北
中
２
年
）
荻
野
嘉
之
、
武
井
順
菜

（
山
北
中
３
年
）
井
上
佳
歩

（
清
水
中
２
年
）
武
尾
莉
佳
、
本
多
良
成
、
山
崎
彩
花

（
清
水
中
３
年
）
臼
井
千
尋
、
田
中
汐
美

　
第
４
部
（
中
学
生
）

（
山
北
中
１
年
）
相
良
琴
美
、
松
井
り
の
、
湯
川
廉
樹

（
山
北
中
２
年
）
小
酒
部
泰
暉

（
山
北
中
３
年
）
斎
藤
愛
永
、瀬
戸
夏
帆
、瀬
戸
夏
美
、

　
　
　
　
　
　

	

髙
橋
史
帆

　
第
３
部
（
小
学
校
５・
６
年
生
）

（
川
村
小
５
年
）
髙
橋
美
晴

（
川
村
小
６
年
）
奥
津
柊
子
、
佐
藤
湧
也
、

　
　
　
　
　
　

	

瀬
戸
瑞
可
、
瀬
戸
瑞
生
、

　
　
　
　
　
　

	

中
戸
川
響
輔
、
室
伏　
陽

　
第
２
部
（
小
学
校
３・
４
年
生
）

（
川
村
小
３
年
）
斎
藤
香
耶
、
佐
野
明
日
美
、

　
　
　
　
　
　

	

瀬
戸
さ
や
か
、
若
林　
快

（
川
村
小
４
年
）
加
藤
銀
河
、
小
林
彩
乃

（
清
水
小
３
年
）
松
井
し
お
り

　
第
１
部
（
小
学
校
１・
２
年
生
）

（
川
村
小
２
年
）
石
川
あ
や
の
、
津
田
拓
海

（
清
水
小
２
年
）
池
谷
明
香
、
臼
井
梨
乃

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル 

配 

信 

し
て
い
ま
す

第３２回
町
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

入選作品

36点

町
内
の
小
学
校
か
ら
34
点
・
37
人
、
中

学
校
か
ら
１
３
１
点
・
１
３
１
人
の
色
と

り
ど
り
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
統
計
グ
ラ
フ

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
９
月
６
日
に
町
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
５
部
門
で
36
点

の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

入
選
し
た
作
品
は
、
神
奈
川
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

「近くにあるといいな こんなお店・しせつ」
津田拓海（川村小２年）

「どうする？日本どうなる！？原発」
中戸川響輔（川村小６年）

「すずしさを求めて」
松井しおり（清水小３年）

「山北町の名産 足柄茶」
松井りの（山北中１年）

「どうなる!? 少子高齢化」
山崎彩花（清水中２年）

空
メ
ー
ル
送
信
先

宛
先　

cfm
@
io.dateeast.jp

件
名　

t-yam
akita

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、左
の「
空

メ
ー
ル
送
信
先
」
に
宛
先
、
件
名
を
入
力

し
て
空
メ
ー
ル
（
本
文
不
要
）
を
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

送
信
後
、
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
指
示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

※
あ
る
程
度
時
間
が
経
過
し
て
も
登
録
案

内
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
な
い
場
合
は
、

受
信
拒
否
設
定
（
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
）

を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、設
定
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。（
変

更
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
携
帯

電
話
機
な
ど
の
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
３
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
牧
野 

英
一
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　

 

歩
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

 

晴せ
い
た
ろ
う

太
朗
く
ん　
3
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

颯そ
う
た
ろ
う

太
朗
く
ん　
1
歳

牧野さん
ご家族

＜湯坂＞

岩
本
章
治
さ
ん
は
、
今
月
14
日
に
５
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
る
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
山
北
の
お
峯
入
り
」
の
保
存
会
会
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
催
を
１
か
月
後

に
控
え
た
９
月
10
日
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
峯
入
り
の
魅
力
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

「
旧
共
和
村
は
過
去
に
、
県
下
最
小
の
村

で
し
た
が
、
こ
の
小
さ
な
村
が
県
下
最
大
の

民
俗
芸
能
「
お
峯
入
り
」
を
維
持
し
て
き
た

こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
お

峯
入
り
を
広
め
た
人
々
が
、
日
本
の
歴
史
の

中
の
よ
い
と
こ
ろ
を
取
っ
て
、
華
や
か
さ
、

滑
稽
さ
、
幾
何
学
的
な
要
素
な
ど
を
持
ち
合

わ
せ
さ
せ
た
珍
し
い
芸
能
で
す
が
、
昔
か
ら

の
伝
統
を
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
最
大
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。」

５
年
ぶ
り
の
公
演
を
控
え
て
、
準
備
や
練
習

の
様
子
は
ど
う
で
す
か
。

「
お
盆
過
ぎ
か
ら
演
技
の
練
習
を
始
め
、

全
体
練
習
は
今
日
ま
で
に
２
回
行
い
ま
し

た
。
演
目
ご
と
の
練
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
が
都
合
を
つ
け
て
全
体
練
習
以
外
に

何
度
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
峯
入
り
は
古
く
か
ら
の
し
き
た
り
や
掟

に
よ
っ
て
男
性
の
み
80
人
で
演
技
を
行
い
ま

す
。
共
和
地
域
は
現
在
83
軒
で
す
が
、
お
峯

入
り
は
裏
方
も
含
め
る
と
１
２
０
人
も
の
人

手
が
必
要
で
、
少
子
高
齢
化
や
生
活
の
多
様

化
が
進
む
中
で
、
地
域
内
の
方
や
そ
の
関
係

者
だ
け
で
は
人
選
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
回
は
山
北
高
校
の

生
徒
３
名
が
協
力
を
し
て
く
れ
、
一
緒
に
演

技
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
後

半
か
ら
学
校
に
伺
っ
て
演
技
指
導
を
し
て
い

ま
す
が
、
人
員
が
揃
っ
た
と
い
う
こ
と
に
一

番
安
堵
し
て
い
ま
す
。

準
備
の
面
で
は
、
演
技
用
具
や
衣
装
は
昔

か
ら
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
が
、
用
具
に
補

修
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
昔
に
比
べ
演
技
者

の
体
格
が
よ
い
こ
と
か
ら
衣
装
の
新
調
が
必

要
で
あ
っ
た
り
と
、
人
員
以
外
の
部
分
で
も

苦
心
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」

本
番
当
日
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
お
峯
入
り
は
８
演
目
11
の
踊
り
で
構
成

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
歌
舞
が
前
後
と

何
の
つ
な
が
り
も
な
い
た
め
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
見
ど
こ
ろ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
演
目
の
集
合
体
が
お
峯
入
り
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
技
者

が
主
役
で
す
。
伝
統
あ
る
祭
を
、
そ
の
保
存

と
伝
承
に
地
域
一
体
と
な
っ
て
努
力
を
し
て

い
る
姿
と
、
見
る
人
に
笑
い
と
感
動
を
与
え

る
演
技
を
、
ぜ
ひ
ご
堪
能
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」

町
の
人岩

本　
章
治
さ
ん

（
お
峯
入
り
保
存
会
会
長
）

我
が
家
は
、
晴
太
朗
三
才
と
一
才
児
颯

太
朗
の
男
二
人
兄
弟
で
す
。
近
頃
は
二
人

で
も
遊
べ
る
様
に
な
り
、
弟
に
よ
る
嘘
泣

き
戦
法
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
の
応
戦
は
、
目

下
の
と
こ
ろ
勝
敗
五
分
と
五
分
。
先
日
家

の
前
に
猪
が
出
没
し
た
際
は
、
好
戦
家
で

あ
る
は
ず
の
晴
太
朗
は
家
の
中
か
ら
恐
る

恐
る
外
の
様
子
を
伺
う
の
み
。
颯
太
朗
の

方
は
む
し
ろ
窓
を
開
け
て
、「
猪
突
猛
進
」

の
勢
い
。
慌
て
て
止
め
ま
し
た
（
笑
）。

晴
太
朗
の
誕
生
を
機
に
、
私
の
故
郷
で

あ
る
山
北
町
に
横
浜
か
ら
引
っ
越
し
て
来

ま
し
た
。
両
親
や
近
所
の
方
々
の
温
か
い

サ
ポ
ー
ト
、
何
よ
り
夫
の
理
解
・
協
力
も

あ
り
、
山
北
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
子
育

て
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し

た
環
境
の
お
陰
で
、
私
自
身
も
お
お
ら
か

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

休
日
は
山
に
川
に
海
に
、
家
族
で
繰
り

出
し
て
い
ま
す
。
畑
も
借
り
ま
し
た
。
夏

野
菜
を
も
ぎ
取
り
、
そ
の
ま
ま
か
ぶ
り
付

く
子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
さ
く
ら
の
湯
で
親
子
ス
イ

ミ
ン
グ
も
エ
ン
ジ
ョ
イ
。
二
人
と
も
一
才

の
時
に
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
水
を
怖
が

る
事
も
な
く
、
飛
び
込
ん
だ
り
潜
っ
た
り

大
は
し
ゃ
ぎ
。

お
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
、
家
族
全

員
元
気
一
杯
充
実
の
「
山
北
ラ
イ
フ
」
を

送
っ
て
い
ま
す
。

晴
太
朗
は
来
年
か
ら
も
う
幼
稚
園
。
颯

太
朗
も
更
に
強
く
な
る
で
し
ょ
う
。
も
っ

と
も
っ
と
色
ん
な
経
験
や
人
と
の
出
会
い

が
待
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
。
楽
し
み

で
す
。（

お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
歩
美
さ
ん
）
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鈴木裕也さんが全国で最優秀賞を受賞！！
第３４回「全日本中学生水の作文コンクール」神

奈川県審査において、三保中学校生徒６名が入賞し、
７月２６日に神奈川県庁で行われた表彰式で表彰状が
授与されました。

なお、芳賀夕佳さんの作品「ダムの底に眠るふるさ
と」は、国土交通省主催の中央審査において見事入選
しました。

全国の小学生以上を対象に、道路の役割や重要性
を再認識してもらうため、国土交通省が「道路ふれあ
い月間（８月）」の行事の一環として、推進標語コンクー
ルを毎年行っています。
このコンクールにおいて、全国からの応募総数

７，７９８作品のうち、三保中学校３年の鈴木裕也さん
の作品が中学生の部で最優秀賞に輝き、８月２２日に
三保中学校で表彰状伝達式が行われました。

動物愛護意識の向上により、動物が
家族の一員として飼われるようになってき
ている一方、不適切な飼い方による苦情
も後を絶ちません。地域社会でお互いに
気持ちよく暮らすため、少なくとも次のマ
ナーを守ってください。

猫のフンは、飼い主が責任を持って片付けましょう。
猫はやわらかい土や砂場、落ち葉がたまっている所などに

フンをする習性があります。近隣の方に迷惑をかけないよう、
自宅に猫用トイレを用意し、必ずしつけをしましょう。

猫は、目の届かないところで何をしているかわかりません。
事故や病気を予防するためにも、室内で飼うようにしましょ

う。また、迷子にならないよう、首輪と名札をつけましょう。
捨て猫にすることはやめましょう！

猫は、１年に２～３回、１回に２～８匹生みます。生まれた
子猫の半数がメスと仮定すると、年間約８０匹に増えてしまい
ます。不幸な猫を増やさないためにも、不妊・去勢手術を行い
ましょう。

【問合せ】環境農林課生活環境班　（電話）75－3654
　　　　		足柄上保健福祉事務所生活衛生課　（電話）83－5111（代）

第３４回全日本中学生
水の作文コンクール

道 路 ふ れ あ い 月 間
推 進 標 語 コ ン ク ー ル

「いつの日も
歩きたくなる 道がある」最	優	秀	賞　３年　芳賀夕佳さん

優　秀　賞　３年　諸星美奈さん
水源環境賞　２年　井澤結希さん
入　　　選　２年　磯田聖人さん
　　同　　　２年　山口夏季さん
　　同　　　３年　井上真由さん

お め で と う ご ざ い ま す ！

「水道水の放射性物質濃度について」
町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実

施しています。測定の結果、放射性物質は検出さ
れていません。

○直近の採水日時
　平成２４年８月２３日（木）午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４）	 不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７）	 不検出
　・ヨウ素　（Ｉ	１３１）	 不検出

○過去の検査結果
過去２４回の検査を実施し、すべてにおいて
放射性物質は検出されていません。

※町では県内各地の測定結果等の情報収集に努
め、その状況に応じて対策を進めていきます。

【問合せ】上下水道課工務班
　　　　	（電話）７５－３６４５

後列左から山口夏季さん、井澤結希さん、磯田聖人さん
前列左から諸星美奈さん、芳賀夕佳さん、井上真由さん

左から山口三保中学校長、鈴木裕也さん、
国土交通省横浜国道事務所 森所長

猫の飼い方に関するお願い

 動物の遺棄・虐待は犯罪です！！
　		●愛護動物を遺棄した場合…５０万円以下の罰金
　		●愛護動物を殺傷（虐待）した場合…１年以下の懲役
　　		または100万円以下の罰金
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第7号

保険健康課
（電話）75－3642

健康福祉センター
（電話）75－0822

聴　く
自然の音に耳を傾けることによって、
人間の体では、血圧の低下や脳活動
の鎮静化などの効
果が起こることが
わかっています。

触　る
手のひらや足の裏で、自然由来
のものに触れることで、くつろ

ぎや心地よさ
を感じること
ができます。

味わう
森林は有機物

の宝庫。新鮮で力強い大地の
滋味を口にすることで、心の充
実感はもちろん、体にも良い効
能を享受することができます。

嗅　ぐ
スギやヒバといっ
た木の香りは、怒りや緊張などを緩
和させる効果があります。また、深
呼吸することで多くの※フィトンチッ
ドを取り入れることができます。

見　る
ただ森の緑を眺めるだけで
も血圧の低下や脳活動が鎮
静化するなど、体が受ける
リラックス効果はとても大
きなものです。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
…

「
森
林
浴
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に

す
る
と
思
い
ま
す
が
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」

と
は
森
林
浴
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
も
の

で
、
近
年
医
科
学
的
研
究
が
進
歩
し
、
根

拠
に
裏
付
け
ら
れ
た

森
林
浴
効
果
を
心
身

の
健
康
増
進
や
疾
病

の
予
防
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

山
北
町
の
取
組
み
…

山
北
町
の
町
域
の
約
9
割
を
占
め
る
森

林
は
、
山
北
町
に
と
っ
て
特
徴
的
か
つ
重

要
な
地
域
の
資
源
で
あ
り
、
そ
の
保
全
活

用
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
を
活
か
し
た
地
域
振
興
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
4
月
森
林

セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
定
を
受
け
、
基
地
名

を
「
森
林
（
も
り
）
の
お
も
て
な
し	

や

ま
き
た
」
と
称
し
様
々
な
準
備
を
整
え
今

年
6
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た

と
こ
ろ
で
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
と
は
…

森
林
の
中
に
立
っ
て
い
る
と
、
静
け
さ

や
涼
し
さ
で
充
分
癒
さ
れ
る
感
じ
は
あ
り

ま
す
が
、
さ
ら
に
効
果
的
に
吸
収
す
る
た

め
に
は
「
五
感
」
を
働
か
せ
て
森
林
の
パ

ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と
で
す
。

「
聴
く
」「
触
る
」「
見
る
」「
嗅
ぐ
」「
味

わ
う
」
こ
と
の
感
覚
で
得
ら
れ
る
検
証
さ

れ
た
効
果
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

森
の
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
…

森
の
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
と
は
、
森
林

セ
ラ
ピ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
、
森
林
医

科
学
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
の
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
経
て
登

録
さ
れ
た
山
北
町
の
ガ
イ
ド
さ
ん
で
す
。

現
在
19
名
の

方
々
を
登
録

し
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
で
お

も
て
な
し
（
有

料
）
の
準
備
を

整
え
お
迎
え
し

て
お
り
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
…

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
お
申
込
み
い

た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
様
々
な
オ
プ

シ
ョ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
山
北
町

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
北
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
事
務
局

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
活
用
例
と
し
て
は
、

・
企
業
や
団
体
の
福
利
厚
生
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修
で
…

・
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
個
人
や
グ

ル
ー
プ
の
生
活
改
善
の
た
め
に
…

・
旅
行
の
訪
問
先
と
し
て
…

・
普
段
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
歩
き
に
飽

き
た
と
き
…

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
が
必
要
と
感
じ
た
と

き
…

な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
以
外

に
も
、

・
宿
泊
施
設
な
ど
の
お
客
様
に
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
…

・
都
会
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル

か
ら
帰
省
し
た
と
き
…

な
ど
色
々
な
活
用
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

是
非
一
度
、森
林
の
も
た
ら
す
「
癒
し
」

効
果
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

(この帽子が目印です)

※フィトンチッドとは…植物から発散される外敵から身を守る力で、血圧
や脳をリラックスさせ、免疫機能への効果が確認されています。

次
回
主
催
イ
ベ
ン
ト
（
体
験
ツ
ア
ー
）

「
女
子
会
」
滝
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

【
参
加
申
込
み
受
付
中
】

月
日　
10
月
27
日
（
土
）

場
所　
西
丹
沢
西
沢
コ
ー
ス

　
　
　
　
※
詳
し
く
は
9
・
16
号
お
し
ら
せ
版

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 3 5

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

多目的ホール

（どなたでもごらんになれます）

人形劇
「ジャックと豆の木」ほか

～人形劇サークル汽車ポッポは結成２２年目の町内在住の６人組です。今年も皆さんに楽しいおはなしをお届けします。～

汽車ポッポ

★日　時

★内　容

★場　所

１０月１９日（金）

１回目　９：３０～
２回目 １１：００～

入場無料・自由入場無料・自由

広報やまきた　平成24年10月号　No.69215



＊10月3日（水）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊10月3日（水）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊10月3日（水）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

つるし雛作り教室
日　時　１０月１６日（火）・１１月６日（火）・１２月６日（木）・１月１７日（木）・２月７日（木）・３月５日（火）
　　　　１３：００～１６：００　※６回シリーズ
内　容　ひな祭りにむけて「つるし雛」を作ります。
対　象　一般（定員１０名）
講　師　山北婦人会員
参加費　初回１，０００円（２回目以降は実費）
持ち物　裁縫セット・はさみ・ものさし

バルーンアート体験教室
日　時　１０月２０日（土）１３：３０～１５：００
内　容　バルーンアートで犬等の動物を作ります。
対　象　一般（定員２０名）
　　　　※子どものみの参加も可。
　　　　　ただし、小学校３年生以下は保護者同伴。
講　師　野村  隆博 さん
参加費　１００円
持ち物　なし（なお、参加者は爪を切って来てください。）

季節の魚料理教室～鮭のテリーヌ～
日　時　１０月 ２５日（木）９：３０～１２：００
内　容　旬の鮭を使ってテリーヌを作ります。

※テリーヌとは長方形の陶器などに入れて冷や
し固めた料理をいいます。今回は紙製の型で
作りますので、１人１本お持ち帰りできます。

対　象　一般（定員２４名）
講　師　北村  園子 さん
参加費　１，０００ 円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

布の絵本作り教室
日　時　１１月７日（水）・１１月２１日（水）９：３０～１２：００
　　　　※２回シリーズです。両日参加できる方に限ります。
内　容　フェルトなどを使って「ジャックと豆の木」の絵本を作ります。
対　象　一般（定員１５名）
講　師　湯山 めぐみ さん

び な

参加費　１，０００円
持ち物　裁縫セット・筆記用具

ワンダーランド 秋の公演
中央公民館で普段から活動している子ども達による演劇
やダンスのサークル「ワンダーランド」の秋の公演を開
催します。皆さん是非お越しください。
日　時　１０月２８日（日）１４：００開演
内　容　音楽劇『うかれバイオリン』
　　　　ダンスレビュー
　　　　ミニワンダー（３歳児）による合唱
　　　　場  所　１階　多目的ホール
お問合せ　中央公民館 ℡（７５）３１３１

お知らせ

山北町写真同好会写真展

【８月２４日（金）～９月２日（日）】

入場自由・無料

●昨年の公演

●
前
回
の
作
品

広報やまきた　平成24年10月号　No.692 16広報やまきた　平成24年10月号　No.69217



日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24
31

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

10 月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24

11 月

10 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 水 足柄上地区婦人団体連絡会レクリエーション大会 多目的ホール ９：２０ 対象者 生涯学習課     ☎（75）3649

5 金 やまぶき学級 開講式 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会     ☎（75）1294

6 土

山北のお峯入り写真展示（～16日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 生涯学習課    ☎（75）3649

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

12 金 やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会     ☎（75）1294

13 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

16 火
つるし雛作り教室① 第 １ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

NPO法人ウッドボイス彫刻展（～31日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 NPO法人ウッドボイス　　☎（43）6033

19 金
汽車ポッポ 人形劇公演 多目的ホール

９：３０
１１：００

自　由 中央公民館

やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会     ☎（75）1294

20 土

本のリサイクル展（～ 28 日） １階ホワイエ ９：００ 自　由 中央公民館

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

バルーンアート体験教室 美 術 工 芸 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

21 日 移動科学教室 多目的ホール １３：３０ 申込者 県立青少年センター    ☎045（263）4470

25 木 季節の魚料理教室～鮭のテリーヌ～ 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

26 金
やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会     ☎（75）1294

ワンダーランド 視聴覚ホール １８：００ 申込者 中央公民館

27 土 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

28 日 ワンダーランド 秋の公演 多目的ホール １４：００ 自　由 中央公民館

11 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 金 町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649

3 土

町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

4 日 町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649

※町民文化祭は９：００から１７：００までとなります。ただし、４日は１５：００までです。
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

おわびと訂正

【誤】世帯数　４，２６４世帯（４５世帯）
【正】世帯数　４，２３８世帯（１９世帯）

広報やまきた９月号の「まちのデータ」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

な な

田屋敷　遠　藤　和　來（女）一　之・侑　子

※今回の掲載分は、平成２４年８月１６日から平成２４年９月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

田　中　　富　川　久　雄（男）８６歳　本　人

中下清水　槙　田　フヂ子（女）８２歳　　〃　

尺里西　　内　田　貴久江（女）９３歳　　〃　

高　松　　滝　口　光　德（男）８４歳　　〃　

上本村　　尾　崎　正　造（男）８２歳　　〃　

　〃　　　杉　村　雄　二（男）７３歳　　〃　

　〃　　　髙　木　のぶ子（女）８６歳　　〃　

下本村　　佐　藤　正　雄（男）８１歳　　〃　

前耕地　　竹　下　行　男（男）８１歳　　〃　

山　下　　澤　田　絹　代（女）８２歳　邦　彦
山北　  49mm（298mm）
三保　  30mm（309mm）

山北　34.7℃（32.3℃）
三保　29.6℃（25.6℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,701人
6,044人
11,745人

（－  6人）
（－ 5人）
（－11人）

世帯数　4,238世帯（ 0世帯）

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①１０月　６日（土）
　大型絵本「ちびゴリラのちびちび」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
②１０月２０日（土）
　絵本「さるかに」ほか
　（おはなしボランティア「ゆめ」）
③１１月  ３日（土）
　大型絵本「ねずみくんのチョッキ」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

神様のカルテ３
恩返し
置かれた場所で咲きなさい
全国トレランコースガイド
光圀伝
生き物の超能力

夏　川　草　介
桂　　　歌　丸
渡　辺　和　子
鏑　木　　　毅
冲　方　　　丁
ニュートンプレス

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
保健室の日曜日
どんぐりむらのおまわりさん
おかあさんの手
空中トライアングル
若おかみは小学生！ＰＡＲＴ１８
リックとさまよえる幽霊たち

村　上　しいこ
なかや　み　わ
まはら　三　桃
草　野　た　き
令　丈　ヒロ子
エヴァ・イボットソン

◆ 児 童 書

本のリサイクル展  

お知らせお知らせ
★１１月1日（木）～４日（日）は町民文化祭のため、
図書室の利用は１７：００までとさせていただきま
す。また、この期間中、学習室は終日利用できま
せんので、ご協力をお願いいたします。
★図書室のホームページが新しくなりました。
また、携帯電話からの予約もできるようにな
りました。新しいアドレスは下の図書室利用
案内をご覧ください。

　図書室では、不要になった本や町民の皆様から提供
していただいた本を有効活用するため、リサイクル展を
実施します。　
　期　間　１０月２０日（土）～２８日（日）
　時　間　９時～１７時
　場　所　１階ホワイエ

～ご自由にお持ち帰りください。～

間中、、学、
０ま
学習学

せて
終日習室
ていた
日利用
て
日 用利用

だきま
できま

１０月２７日～１１月９日は読書週間です！！
標語：「ホントノキズナ」

今月のおすすめ本今月のおすすめ本今月のおすすめ本今月のおすすめ本
～本との絆～
　私たちと本を結んでくれる本、本について、読書につ
いて書かれている本を集めました。

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

おわびと訂正

【誤】世帯数　４，２６４世帯（４５世帯）
【正】世帯数　４，２３８世帯（１９世帯）

広報やまきた９月号の「まちのデータ」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

な な

田屋敷　遠　藤　和　來（女）一　之・侑　子

※今回の掲載分は、平成２４年８月１６日から平成２４年９月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

田　中　　富　川　久　雄（男）８６歳　本　人

中下清水　槙　田　フヂ子（女）８２歳　　〃　

尺里西　　内　田　貴久江（女）９３歳　　〃　

高　松　　滝　口　光　德（男）８４歳　　〃　

上本村　　尾　崎　正　造（男）８２歳　　〃　

　〃　　　杉　村　雄　二（男）７３歳　　〃　

　〃　　　髙　木　のぶ子（女）８６歳　　〃　

下本村　　佐　藤　正　雄（男）８１歳　　〃　

前耕地　　竹　下　行　男（男）８１歳　　〃　

山　下　　澤　田　絹　代（女）８２歳　邦　彦
山北　  49mm（298mm）
三保　  30mm（309mm）

山北　34.7℃（32.3℃）
三保　29.6℃（25.6℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,701人
6,044人
11,745人

（－  6人）
（－ 5人）
（－11人）

世帯数　4,238世帯（ 0世帯）
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９月４日、リバーサカワ・ゴルフクラブで第５４回
山北町親睦ゴルフ大会が開催されました。午前中から
日差しが強く、きびしい暑さの中で、総勢９６名の参
加者がプレーをしました。

成績では、一般の部で加藤英司さんがスコア７９、
シニアの部では山口崇さんがスコア８５、レディース
の部では藤井千代惠さんがスコア１０２でそれぞれベ
スグロを獲得されました。
なお、今大会の成績は右のとおりです。（敬称略）

第５４回山北町親睦ゴルフ大会の結果
豊　田　修　司
瀬　戸　重　義
湯　川　茂　樹
武　井　主　計
山　口　　　崇
磯　崎　貞　夫
藤　井　千代惠
木　村　加代子
石　川　和　子
小　磯　　　清
湯　川　文　夫
加　藤　英　司
加　藤　英　司
山　口　　　崇 
藤　井　千代惠

優　勝　（町 長 杯）
準優勝　（議 長 杯）
３　位　（教育長杯）
優　勝　（町 長 杯）
準優勝　（議 長 杯）
３　位　（教育長杯）
優　勝　（町 長 杯）
準優勝　（議 長 杯）
３　位　（教育長杯）

４　  位
５　  位
６　  位

一 般 の 部
シ ニ ア の 部
レ デ ィ ー ス の 部

一般の部

シニアの部

レディースの部

ベスグロ

※ベスグロ＝最高スコア

８月２４日（金）、第１回目とな
る山北町と川崎市との交流事業が、
共和地域振興会、山北町、川崎市
の主催により旧共和小学校施設で
開催されました。
この事業は、神奈川県が策定し
た『やまなみ五湖・水源地域交流
の里づくり計画』に基づいて、水
源地域に対する理解促進と地域の
活性化を図ることに協力すること
を目的として、山北町と川崎市が
交流事業を行うもので、当日は川
崎市から親子３９名が参加しました。
午前は竹細工やイワナのつかみ
取り、午後には間伐体験をして水
源地の役割も学習した参加者は、
「とても楽しかった。また参加した
い。」と感想を語っていました。

平成２４年度
第１回 山北町 ― 川崎市 交流事業

昼食の流しそうめんは大好評

素早い動きのイワナに大苦戦

森林を整備する重要性を学びました

緊張が走るティーショット シニアの部で優勝された武井主計さん

「新たな目標に向かって」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、９月１８日に町で３人目となる名誉町
民の称号が贈られた尾﨑好美さんです。
　これからも新たな目標に向かって歩みを進める尾﨑
さんに、幸多いことを願っています。


